
チ
ェ
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動
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小
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学
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会
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地
域
の
活
力
で
自
主
財
源
の
確
保
を

P.9
P.9
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平成 24 年 ９月定例会

９月３日〜９月21日予算の執行率は92.5％

平
成
平
成
2323
年
度
決
算

年
度
決
算
を
認
定

を
認
定

　

今
定
例
会
は
、
平
成

　

今
定
例
会
は
、
平
成
2323
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
一
般
会
計
他
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
一
般
会
計
他
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

人
事
案
件
、
議
員
提
出
議
案
な
ど

人
事
案
件
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
1919
件
の
審
議
を
行
な
い
、
す
べ
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

件
の
審
議
を
行
な
い
、
す
べ
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
1111
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、
政
策

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、
政
策

提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

平成23年度決算のあらまし
　軽自動車の売れ行きが好調だったことと、たばこ税値上げの影響　軽自動車の売れ行きが好調だったことと、たばこ税値上げの影響

で増収となっていますが、自力での収入（自主財源）は伸び悩んでで増収となっていますが、自力での収入（自主財源）は伸び悩んで

います。国や県からの援助（依存財源）は軒並み削減されました。います。国や県からの援助（依存財源）は軒並み削減されました。

　景気の影響もあり、町税の滞納額は７億2489万円で、不納欠損　景気の影響もあり、町税の滞納額は７億2489万円で、不納欠損

額は4596万円となっています。審議の中で税収を増やすための政額は4596万円となっています。審議の中で税収を増やすための政

策を行なうよう求めました。策を行なうよう求めました。

国・県からの援助は軒並み削減自力での収入は伸び悩み
主な収入

地方交付税 15 億 9532 万円 →前年度比　0.4％増

地方特例交付金 4795 万円 →前年度比 12.2％減

地方譲与税 1 億 3107 万円 →前年度比　9.6％減

地方消費税交付金 2 億 6218 万円 →前年度比　3.3％減

国庫支出金 8 億 3646 万円 →前年度比 15.1％減

県支出金 5 億 5846 万円 →前年度比　1.1％減

主な収入
町民税 17 億 6124 万円 →前年度比　3.3％減

固定資産税 17 億 4674 万円 →前年度比　0.2％減

軽自動車税 5766 万円 →前年度比　2.1％増

町たばこ税 1 億 5990 万円 →前年度比 15.0％増

都市計画税 1 億 4262 万円 →前年度比　1.3％減

0
5億円
10億円
15億円
20億円
25億円
30億円
35億円
40億円

平成 19 年度

固定資産税

平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

町民税

16億
271万円

16億
1079万円

15億
8296万円

17億
6513万円

17億
4674万円

20億
5714万円

21億
554万円

19億
9250万円

18億
2101万円

17億
6124万円

過去５年間の町税（町民税と固定資産税）の推移過去５年間の町税（町民税と固定資産税）の推移

平成 23年度 一般会計決算　歳入  92 億 145 万円　歳出 88億 9674万円

すたむちゃんのひと口メモ
地方交付税…国に納められた税金の中から、町の財政状況に応じて国からもらえるお金。
地方譲与税…自動車重量税など国の税金の一部を譲り受けたお金。
地方消費税交付金…納められた税金の２分の１を、人口・従業者数で案分してもらえるお金。
国庫支出金…特定の事業を行なうために国からもらえるお金。
県支出金…特定の事業を行なうために県からもらえるお金。
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行
政
区
の
抱
え
る
問
題

は
ど
う
か

問　

行
政
区
の
抱
え
る
問
題
で

は
、
例
え
ば
世
帯
数
が
大
幅
に
減

少
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
実
的

な
編
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

多
い
と
こ
ろ
で
４
０
７
世

帯
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
20
世
帯
と

い
う
現
状
で
す
。
過
去
に
も
統
合

や
見
直
し
、
分
割
と
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
実
的
な
行
政
区
の
か
か
わ
り
が

あ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

の
将
来
、
必
ず
今
以
上
の
格
差
が

出
る
と
感
じ
て
お
り
、
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

不
納
欠
損
の
割
合
は

問　

不

※

納
欠
損
額
が
多
い
の
は
。

答　

当
町
の
一
般
会
計
町
税
の
不

納
欠
損
額
は
、
４
５
９
６
万
円
で

そ
の
う
ち
固
定
資
産
税
が
61
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
不
況
や
景
気

後
退
の
影
響
や
失
業
率
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、

所
得
が
低
く
な
っ
て
も
決
ま
っ
た

額
を
納
税
い
た
だ
く
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
徴
収
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
件
費
削
減
の
努
力
は

問　

職
員
数
は
減
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
他
の
自
治
体
と
の

平
均
値
を
比
べ
る
と
当
町
の
人
件

費
の
割
合
は
高
い
。
削
減
の
た
め

の
努
力
は
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

以
前
と
比
べ
、
職
員
数
は
３

３
１
人
か
ら
２
７
２
人
と

17
・

８
％
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
給

与
構
造
改
革
を
実
施
し
、
４
月
か

ら
現
給
保
障
を
廃
止
し
て
お
り
、

今
後
は
そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

く
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
削
減

効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は

問　

制
度
改
正
で
小
川
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
公
益
社
団

法
人
と
な
っ
た
。
補
助
金
を
出
す

だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
依
頼
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

小
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
他
自
治
体
の
動
向
や
運
営
実

態
の
中
で
、
次
年
度
の
予
算
に
ど

う
反
映
で
き
る
の
か
考
え
ま
す
。

難
聴
地
域
の
解
消
は

問　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

難
聴
地
域
の
解
消
は
で
き
る
の
か
。

答　

平
成
24
年
１
ヵ
所
の
受
信
状

況
改
善
工
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
で
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ

ル
両
方
が
可
能
な
操
作
卓
を
設
置

し
ま
す
。
し
か
し
デ
ジ
タ
ル
化
だ

け
で
は
難
聴
地
域
の
解
消
は
で
き

な
い
た
め
、
中
継
局
を
数
ヵ
所
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

和
紙
体
験
学
習
セ
ン

タ
ー
の
今
後
は

問　

和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
ど
う
利
用
し
て
い
く
の

か
。

答　

伝
統
工
芸
会
館
で
は
、
ま
ず

和
紙
体
験
に
親
し
ん
で
も
ら
う
。

体
験
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ら
に
本
格

的
な
取
り
組
み
に
望
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、

伝
統
工
芸
会
館
を
中
心
と
す
る
振

興
計
画
を
考
え
て
い
く
中
で
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

損
害
賠
償
は
、　
　
　

　
　
　

行
な
っ
た
の
か

問　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
発
生
に
伴
っ
て
、
放
射
線
の

測
定
器
購
入
費
な
ど
の
支
出
が
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
東
京

電
力
に
賠
償
請
求
な
ど
を
し
て
い

る
の
か
。 

答　

東
松
山
市
が
取
り
ま
と
め
、

比
企
地
域
の
町
村
と
一
緒
に
東
電

に
対
し
て
賠
償
請
求
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
当
町
で
は
放
射
線
の
測

定
機
器
購
入
費
や
測
定
時
の
人
件

費
な
ど
も
換
算
し
て

２
０
０
数
十
万
円
を

請
求
し
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
補
助

問　

該
当
者
数
と
受
診
率
は
。

答　

該
当
者
数
４
１
５
人
の
う
ち
３

３
９
人
が
受
診
し
、
受
診
率
は
81
・

７
％
で
す
。
残
り
の
76
人
に
つ
い
て

は
啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
未
接
種
に
終
わ
り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
対
応
専
用
車
の

購
入
は

問　

車
両
の
詳
細
と
使
用
は
。

答　

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
昨
年

11
月
に
専
用
の
軽
自
動
車
を
購
入
し

ま
し
た
。
後
部
座
席
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
そ
れ

ぞ
れ
一
基
備
え
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
の
使
用
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
児
童
虐
待
対
応
の
事
務
を

優
先
に
、
あ
い
て
い
る
時
間
帯
は
課

内
で
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
事
業
費
は

問　

受
講
者
は
何
人
で
、
そ
の
後
の

活
躍
は
。

答　

14
人
の
方
に
受
講
い
た
だ
き
、

う
ち
12
人
の
方
が
修
了
し
ま
し
た
。

健
康
増
進
課
や
社
協
が
主
催
す
る
各

種
教
室
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
登
録
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。

学
校
給
食
の
放
射
能
対
策

問　

学
校
給
食
の
放
射
能
対
策
は
万

全
か
。
ま
た
測
定
器
購
入
の
考
え
は
。

答　

平
成
23
年
４
月
末
か
ら
県
の
測

定
器
を
活
用
し
、
月
２
回
測
定
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
購
入
し
た

近
隣
自
治
体
の
測
定
状
況
や
課
題
の

把
握
に
努
め
ま
す
。
当
面
は
現
状
の

と
お
り
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

川
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
小
川
町
で
も

問　

県
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

﹁
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂。
当
町
で
も
嵐
山
町
と
一
体
に

な
り
、
県
や
有
識
者
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
積
極
的
に
進

め
ら
れ
な
い
か
。

答　

町
が
計
画
提
案
し
、
県
が
実
施

し
て
い
く
も
の
で
、
町
と
し
て
現
状

予
算
化
す
る
段
階
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

活
動
実
績
や
提
案
と
一
体
に
な
っ
て

県
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
３
ヵ
年

の
計
画
な
の
で
、
ま
ず
は
栃
本
親
水

公
園
か
ら
パ
ト
リ
ア
お
が
わ
ま
で
の

計
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
採
用
さ

れ
、
計
画
実
施
に
向
け
て
進
め
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
上
野
台
中
学
校
の　

有
効
活
用
は

問　

管
理
事
業
費
が
毎
年
計
上
さ
れ

て
い
る
。
活
用
に
向
け
て
結
論
は
い

つ
出
す
の
か
。

答　

検
討
チ
ー
ム
で
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
意
見

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
末
ま
で
に

結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（一般会計）（一般会計）（一般会計）（一般会計）決 算決 算平成 23 年度　決 算決 算

︽
主
な
質
疑
︾

総
質
疑
数
１
７
７
件

︵
本
会
議
71
件
、
委
員
会
１
０
６
件
︶

少ない行政区 多い行政区
１ 　21世帯（松若町） 　410世帯（池田）
２ 　23世帯（高谷南） 　375世帯（腰二）
３ 　30世帯（西古里） 　330世帯（増尾）
４ 　39世帯（本二） 　295世帯（下小川二）
５ 　43世帯（仲町） 　286世帯（ダイアパレス）

行政区世帯数（平成 24年 10月１日現在）

東小川・みどりが丘地区を除く

すたむちゃんのひと口メモ
不納欠損…滞納分（税金が納められて
いないもの）が徴収できなくなった税
金の処理（消滅）をすること。

和紙体験学習センター

旧上野台中学校旧上野台中学校

（一般会計）（一般会計）（一般会計）（一般会計）決 算決 算平成 23 年度　決 算決 算
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補正予算補正予算平成 24 年度　補正予算補正予算（一般会計）（一般会計）（一般会計）（一般会計）

続
く
東
中
学
校
営
繕
工
事

問　

東
中
学
校
営
繕
の
緊
急
工
事

に
つ
い
て
、
６
月
に
も
図
書
室
を

工
事
し
た
と
思
う
が
、
今
回
の
工

事
は
そ
の
隣
と
の
こ
と
。
根
本
的

な
原
因
の
調
査
を
し
な
く
て
い
い

の
か
。

答　

５
月
の
大
雨
で
緊
急
的
に
図

書
室
上
部
を
工
事
し
、
そ
の
後
引

き
続
い
た
大
雨
で
、
他
の
部
分
の

雨
漏
り
も
続
い
た
た
め
、
今
回
管

理
棟
屋
根
全
体
に
つ
い
て
工
事
を

行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
支
障
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。
東
中
学
校
全

体
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
傷
ん

で
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
受

け
と
め
て
い
ま
す
。

工
事
中
は
仮
設
校
舎
で

問　

西
中
学
校
改
築
工
事
に
伴
う

仮
設
校
舎
の
賃
貸
借
料
５
２
５
０

万
円
の
根
拠
は
。
ま
た
、
撤
去
費

用
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
仮
設

校
舎
で
の
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ

対
策
は
。

答　

金
額
は
現
実
的
な
積
算
を
行

な
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

今
後
の
リ
ー
ス
会
社
の
入
札
・
契

約
の
中
で
、
仮
設
校
舎
と
い
う
ひ

と
く
く
り
の
予
算
で
す
べ
て
賄
え

る
よ
う
契
約
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

パ
ト
リ
ア
の　
　
　
　
　

　
　

老
朽
化
対
策
を

問　

健
康
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い

く
方
針
が
議
会
で
も
確
認
さ
れ
た
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
今
後
の
整
備
計
画

や
利
用
計
画
を
考
え
な
い
と
、
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
費
だ
け
が
、
次
々
発
生
し

て
く
る
心
配
が
あ
る
の
で
は
。

答　

確
か
に
今
後
修
繕
費
の
加
算
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
な
る

よ
う
、
各
種
審
議
会
、
委
員
会
等
意
見

を
聞
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

︽
主
な
質
疑
︾

国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・下水道事業・農業集落排水事業

国保医療費　１人当たりの年間平均費用　29万5813円

平成23年度　特別会計決算歳出総額

64 億 6408 万円
（水道事業は収益合計（収入）６億482万円、費用合計（支出）５億8249万円）
　年々増加している国保会計の医療費の歳入は 34 億 9208 万円で、対前年度比 3.1％の増加。

歳出は 33 億 2492 万円で、対前年度比 0.5％の増加となりました。

　

議
会
は
、
平
成
24
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て

西
中
学
校
改
築
に
伴
う
補
正
予
算
を

議
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
数
回
に
及
ぶ
建
築
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
議
会
か
ら
の
意
見
要
望

は
十
分
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
り
よ
い
西
中
学
校
を
建
設
す
る

た
め
の
意
見
の
主
張
は
、
住
民
に
対

す
る
責
務
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

以
下
、
４
点
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案　

意
見
書
の
提
出

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す

る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

　

議
員
全
員
賛
成
で
議
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
は

問　

介
護
保
険
を
１
年
以
上

滞
納
す
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
制
限
が
出
て
く
る
が
、
き

ち
ん
と
説
明
し
て
い
る
の

か
。

答　

滞
納
す
る
と
サ
ー
ビ
ス

に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
は
高
齢
で
あ
り
、

経
済
的
に
困
難
な
方
や
、
中

に
は
意
図
的
に
払
わ
な
い
方

も
い
ま
す
。
直
接
通
知
を
出

し
、
相
談
を
受
け
る
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
が

低
い
が

問　

特
定
健
診
の
受
診
が
進

ま
な
い
理
由
は
。
予
防
医
療

の
た
め
、
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
。

答　

確
か
に
受
診
率
が
上
が

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

現
在
29
・
３
％
で
す
。
県
下

で
も
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
受
診
率
向
上
の
た

め
保
健
師
が
個
別
訪
問
を
し

て
、
推
進
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

国
保
の
広
域
化
は

問　

国
保
の
広
域
化
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

埼
玉
県
市
町
村
国
保
広

域
化
等
支
援
方
針
会
議
の
中

で
協
議
中
で
す
。
大
変
財
政

的
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

保
険
者
間
︵
各
自
治
体
︶
の

共
同
化
を
進
め
、
広
域
化
へ

の
移
行
に
向
け
て
協
議
し
て

い
ま
す
。

国
保
の
資
格
証
の

発
行
は

問　

生
活
困
窮
者
の
未
納
者

へ
の
資
格
証
の
発
行
は
。

答　

短
期
保
険
証
は
３
７
７

世
帯
、
７
３
６
人
、
資
格
証
は

34
世
帯
50
人
で
す
。
高
校
生

以
下
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
保
税
の
滞
納
を
な
く
す

た
め
、
丁
寧
に
説
明
を
し
、

納
入
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

︽
主
な
質
疑
︾

3813万6000円の増額を承認
予算総額は93億9487万2000円となりました

①
校
舎
等
、
施
設
の
木
質
化
に
つ
い
て

・
木
材
の
持
つ
特
性
（
温
か
み
、癒
し
の
効
果
等
）
を
生
か
す
こ
と

・
地
場
産
材
の
普
及
拡
大
と
産
業
振
興
を
鑑
み
る
こ
と

②
地
域
防
災
施
設
と
し
て
の
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

・
校
舎
棟
及
び
体
育
館
等
の
配
置
の
再
検
討
を
図
る
こ
と

・
避
難
所
施
設
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と

③
業
者
選
定
に
つ
い
て

・
分
離
発
注
（
土
木
、
建
築
、
電
気
、
給
排
水
）
を
行
な
う
こ
と

・
地
元
業
者
が
参
画
し
や
す
い
体
制
（
Ｊ
Ｖ
等
）
を
確
保
す
る
こ
と

④
効
率
的
な
敷
地
活
用
に
つ
い
て

・
統
廃
合
に
対
応
し
た
施
設
の
建
設
、
及
び
配
置
の
検
討
を
行
な
う
こ
と

・
避
難
用
備
蓄
施
設
の
設
置
を
図
る
こ
と

西
中
学
校
改
築
に
伴
う

意
見
・
要
望
書
を
町
長
に
提
出

東中学校屋上工事

（特別会計）（特別会計）（特別会計）（特別会計）決 算決 算平成 23 年度　決 算決 算
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議案第 55号　 町道 228 号線道路改良工事（第２工区）請負契約の締結について

小川バイパスの交通渋滞緩和策として町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議員が役

場の仕事について、町長の

考えや意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や町民の

意見などを述べることをい

います。議員１人の持ち時

間は 75 分に定めており、

議会だよりでは、このやり

とりを要約して報告してい

ます。

　今議会では、11 人の議員

が一般質問を行ないました。

ごみ焼却場建設計画はどうなるの！
埼玉中部環境保全組合へ参加は厳しいか！

ごみ・し尿処理・消防・救急・
斎場等の議会報告

◎小川地区衛生組合議会（ごみ処理、し尿処理）

　昭和 51 年７月に稼働を始めたごみ焼却場の老朽化が進み、毎年多

くの補修費がかかり、一日も早い新設が求められています。

　組合は、埼玉中部環境保全組合（構成団体：吉見町・鴻巣市・北本市）

の新しいごみ焼却場建設計画に、小川地区衛生組合（小川町・嵐山町・

滑川町・ときがわ町・東秩父村）が、参加させてほしいと要望しました。

　ところが、このほか行田市・東松山市・桶川市からも参加要望があり、

11 市町村人口 54 万

1430 人、世帯数 20

万 2860 世帯（平成

24 年７月１日現在

　県統計課調べ）と

なり、協議を重ねて

います。正副管理者

会議の協議の中で進

展がなく、今後会議

が持てないと報告が

ありました。

　ホンダ寄居工場・小川工場が稼働したときの交通渋滞緩和策を主とした、

国道 254 号バイパス迂回路の 24 年度第２期道路改良工事が発注されました。

　請負金額 １億３６７万7０００円　　受注業者 株式会社 島村工業

柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

大
戸　

久
一

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

宮
澤　

幹
雄

根
岸　

成
美

小
林　

一
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

松
本　

修
三

審
議
結
果

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

防災会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度一般会計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成24年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成23年度一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成23年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

教育委員会委員の任命 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

町道228号線道路改良工事（第２工区）請負契約の締結 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議員提出議案

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議　案　名

議　員　名

◎比企広域市町村圏組合　
　（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

11月７日開署式、小川消防署新庁舎
　８月 20 日、東松山市役所議場において、平成 24 年第２回広域議会

定例会が開かれました。

　吉見消防団の団員数の変更や危険物の規制に関する条例の一部改正

が４議案。平成 24 年度一般会計、斎場及び霊きゅう車事業特別会計な

どの歳入歳出決算４議

案が審議され承認され

ました。

　また、小川消防署新

庁舎の本年度に使われ

た金額と翌年に繰り越

しになった金額の報告

議案も含まれました。

審議議案と議員の賛否

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

小川地区衛生組合ごみ焼却場小川地区衛生組合ごみ焼却場

小川消防署小川消防署

延
長
３
０
０
ｍ
を
発
注
！地

元
業
者
の

　
　
　

育
成
は

問　

地
元
業
者
を
育
成

し
な
い
と
、
入
札
参
加

に
必
要
な
要
件
が
整
わ

な
い
。
下
請
け
と
し
て

地
元
業
者
に
入
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
育
っ
て
い

か
な
い
と
思
う
が
。

答　

大
規
模
な
工
事
を

行
な
う
と
き
、
な
か
な

か
地
元
業
者
が
入
り
づ

ら
い
。
ま
た
、
規
模
の

小
さ
な
業
者
で
は
参
加

し
に
く
い
と
い
う
現
実

が
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
な
る

べ
く
地
元
業
者
が
入
れ

る
よ
う
な
分
割
発
注
な

ど
の
工
事
発
注
を
す
る

よ
う
に
、
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

︽
主
な
質
疑
︾

町整備区間 約 1.8 ㎞ 県整備区間 約 1.9 ㎞

今回の工事区間今回の工事区間

国道 254号バイパス迂回路図

総合グラウンド総合グラウンド
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す
。
情
報
公
開
は
分
か
り

や
す
い
も
の
を
心
が
け
、

自
治
体
の
資
産
、
債
務
の

実
態
把
握
、
状
況
の
総
点

検
な
ど
、
住
民
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
充
実
さ

せ
、
住
民
皆
さ
ん
に
幅
広

く
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う

一
層
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問

情
報

公
開

は
導
入
し
た
も

の
の
、
経
営
の

中
身
は
昔
の
ま

ま
、
基
本
動
作

を
超
え
る
改
革

が
必
要
で
は
。

答
弁

町
長　

行
政

を
取
り
巻
く
情

勢
は
年
々
厳
し

く
な
っ
て
お

り
、
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
も
一
つ
の
改

革
の
始
ま
り
と
考
え
、
ま

た
公
会
計
に
対
す
る
認
識

を
全
職
員
で
共
有
し
、
意

識
改
革
を
進
め
る
こ
と
も

大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ど
う
か
も
含
め
検
討
中
で

す
。
地
元
業
者
の
参
加
に

当
た
っ
て
は
、
入
札
方
法

を
工
夫
し
て
も
参
加
業
者

は
限
定
さ
れ
、
多
く
の
業

者
参
加
は
困
難
で
す
。
地

元
業
者
育
成
の
点
か
ら
参

加
の
機
会
を
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。
避
難
所

の
機
能
充
実
と
し
て
は
、

小
型
発
電
機
の
接
続
、
一

部
太
陽
光
発
電
利
用
、
受

水
槽
か
ら
の
直
接
給
水
、

仮
設
ト
イ
レ
設
置
の
想
定

な
ど
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

②
現
在
使
用
し
て
い
る
県

の
給
食
測
定
器
で
は
、
限

界
値
︵
下
限
値
︶
が
27
ベ

ク
レ
ル
以
上
と
な
る
食
材

も
あ
る
。
品
質
の
高
い
機

器
の
独
自
購
入
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

①
新
し
い
測
定

範
囲
で
進
め
、
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
れ
ば
考
え
ま

す　

②
機
械
の
性
能
や
食

材
の
密
度
で
幅
が
出
て
き

ま
す
。
他
の
自
治
体
で
の

検
査
や
情
報
な
ど
を
参
考

に
、
こ
の
ま
ま
で
検
査
は

進
め
て
い
き
ま
す
。

西
中
学
校
改
築
に
議

会
の
意
見
は
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か

質
問

西
中
学
校
の
改

築

に

当

た

っ

て
、
議
会
で
は
最
大
限
の

木
質
化
、
地
元
業
者
の
活

用
、
避
難
所
と
し
て
の
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ

た
。
現
在
ど
う
生
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

教
室
や
廊
下
の

床
、
腰
壁
、
廊
下
側
間
仕

切
り
、
体
育
館
内
壁
な
ど
、

町
産
材
が
対
応
で
き
る
か

と
や
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
条
例
や
基

本
計
画
を
作
成

す
る
な
ど
、
協

議
の
場
を
広
げ

る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か
。

答
弁

町
長　

今
の

時
点
で
は
考
え

て

い

ま

せ

ん

が
、
資
料
を
取

り
寄
せ
た
り
、

検
討
す
る
な
ど
、
工
夫
は

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
く
つ
く
る
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
や
親
水
公
園
内
水
車

小
屋
に
小
水
力
発
電
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
の
一
般
家
庭

の
導
入
支
援
は
、
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

給
食
の
放
射
線
量

測
定
器
の
購
入
を

質
問

①
学
校
・
保
育

園
で
の
空
間
測

定
の
回
数
が
減
っ
て
い

る
。
元
に
戻
す
こ
と
は　

質
問

議
会
に
よ
る
七

夕
ま
つ
り
で
の

竹
飾
り
、
そ
こ
で
の
交
流

は
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
見
え
た
課
題

に
つ
い
て　

①
竹
飾
り
減

少
の
実
態
は　

②
市
街
地

の
高
齢
化
・
少
子
化
で
、

全
町
民
が
参
加
で
き
る
企

画
な
ど
、
住
民
参
加
型
の

発
想
が
大
事
で
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

①
平
成
20
年
１

４
１
本
を
最
高
に
減
少
、

こ
と
し
は
１
１
２
本
と
29

本
減
少　

②
実
行
委
員
会

で
の
反
省
・
総
括
が
な
さ

れ
、
来
年
65
回
へ
の
取
り

組
み
、
方
向
性
が
協
議
さ

れ
ま
す
。

質
問

脱
原
発
の
流
れ

を
ど
う
受
け
と

め
て
い
る
か
。

答
弁

町
長　

事
故
を

教
訓
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
は

当
然
の
こ
と
と
理
解
は
し

ま
す
。
安
全
性
を
重
視
し
な

が
ら
安
定
供
給
と
Ｃ
O
２

の
問
題
、
コ
ス
ト
や
発
電
能

力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
十
分
な
検
討
を
し
な

が
ら
選
択
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。

質
問

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用

は
、
今
後
、
地
域
の
第
一

次
産
業
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
担
当

課
を
つ
く
り
対
応
す
る
こ 松葉幸雄議員

山口勝士議員

柳田多恵子議員

く
こ
と
が
今
後
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
。

公
会
計
を
通
じ
て
の
住
民

へ
の
使
命
と
は
何
か
、
町

の
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

公
会
計
制
度
改

革
は
﹁
住
民
自
治
﹂
の
原

則
の
も
と
、
財
政
状
況
を

住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
規

律
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
あ
る
と
考
え
ま

質
問

公
会
計
改
革
が

本
格
的
に
動
き

出
し
て
か
ら
４
年
。
自
治

体
は
情
報
開
示
の
た
め
、

今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
当
町
で
も
平
成

22
年
度
か
ら
財
務
４
表
を

公
表
し
、
全
体
の
財
務
状

況
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
公
会
計
改
革
と

情
報
開
示
を
車
の
両
輪
と

位
置
づ
け
、
地
方
自
治
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

財
政
改
革

公
会
計
改
革
の
使
命
と
は
何
か

住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
規
律
の
強
化
を
図
る
こ
と

太陽光発電

再生可能エネルギー推進策は
一般家庭の導入支援は、考えざるを得ない

七夕まつりの課題

七夕まつりの竹飾り減少の実態は

昨年より29本減少

議会による竹飾りの前で

代々木公園での集会代々木公園での集会
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質
問

こ
の
道
路
を
通

過
す
る
地
域
は

優
良
農
地
を
形
成
し
て
い

る
地
域
で
あ
る
。
事
業
用

地
を
提
供
し
た
こ
と
か
ら

耕
作
地
が
不
整
形
に
な
り
、

耕
作
す
る
の
に
不
便
に
な

る
が
、
農
地
以
外
の
利
用

が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

答
弁

建
設
課
長　

今

後
と
も
、
農
地

と
し
て
の
土
地
利
用
を
お

願
い
し
た
い
の
で
す
が
、

将
来
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
状
況
に
応

も
の
と
理
解

し
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ

失
わ
れ
た
有

毛
細
胞
を
元

に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い

と
言
わ
れ
て

お
り
、
有
効

な
治
療
法
も

見
つ
か
っ
て

い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

特

定

健

診

は
、
予
防
や

早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
必
要
を
感

じ
た
人
が
専
門
的
な
医
療

機
関
に
相
談
す
る
こ
と

が
、
よ
り
効
果
的
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
防
災
計
画

◎
い
じ
め
問
題

質
問

ミ
ス
七
夕
の
選

考
。
イ
ベ
ン
ト

の
復
活
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

今
ま
で
の
経
過

を
精
査
し
、
実
行
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。

質
問

栃
本
親
水
公
園

完
成
以
降
、
七

夕
ま
つ
り
に
お
け
る
公
園

の
活
用
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

新
た
な
花
火
の

観
覧
場
所
と
し
て
整
備
、

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問

町
の
魅
力
の
発

信
と
、
今
後
の

高
齢
化
社
会
に

向
か
っ
て

質
問

聴
覚
の
衰
え
は

年
を
取
る
に
つ

れ
て
気
が
つ
き
に
く
く
な

る
。
高
齢
者
に
少
し
で
も

元
気
に
生
活
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
基
本
健
診

に
聴
覚
検
診
を
組
み
入
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁

町
民
生
活
課
長

加
齢
性
難
聴
や

老
人
性
難
聴
と
呼
ば
れ
る

質
問

今
回
ホ
ン
ダ
関

連
の
企
業
誘
致

も
進
ん
で
い
る
中
、
国
道

２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
の
渋

滞
解
消
を
図
る
目
的
で

県
・
町
で
進
め
て
い
る
町

道
２
２
８
号
線
道
路
改
良

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

建
設
課
長　

県

で
は
平
成
23
年

度
に
後
伊
地
区
の
用
地
買

収
を
行
な
い
ま
し
た
。
今

質
問

さ
ま
ざ
ま
な
要

因
で
年
々
、
竹

飾
り
が
減
少
し
て
い
る
。

改
善
策
の
一
案
と
し
て
、

飾
り
つ
け
を
し
て
も
ら
う

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

広
く
、﹁
七
夕

ま
つ
り
応
援
隊
﹂
と
い
う

形
態
で
検
討
し
て
い
ま

す
。質

問
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し

て
、
ま
た
、
ク
ー

ル
ビ
ズ
の
一
環
と
し
て
、

町
職
員
に
よ
る
統
一
の
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
等
の
着
用
は
。

答
弁

総
務
課
長　

費

用
の
面
を
考
慮

し
、
内
部
で
検
討
し
ま
す
。

質
問

パ
パ
・
マ
マ
応

援
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
本
年
４
月
か
ら
６
県

の
連
携
が
始
ま
り
、
ま
た
、

小
児
救
急
電
話
相
談
♯
８

０
０
０
は
、
本
年
７
月
か

ら
夜
11
時
ま
で
だ
っ
た
相

談
時
間
が
翌
朝
７
時
ま
で

に
延
長
さ
れ
た
。
家
庭
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

長　

パ
パ
・
マ

マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
は
、
７

月
の
広
報
に
掲
載
し
ま
し

た
。
♯
８
０
０
０
は
、
10

月
の
広
報
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い

ま
す
。

柴崎　勝議員

髙瀬　勉議員

髙橋さゆり議員

じ
て
土
地
利
用
の
見
直
し

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の

活
用

質
問

将
来
、
野
球
場
と

し
て
整
備
を
計

画
し
て
い
る
場
所
の
簡
単

な
造
成
を
し
て
、
少
年
サ
ッ

カ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
の
練
習
場
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
な
整
備

を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長

ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
に
諮
り
、
有
効
活

用
に
つ
い
て
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子育て支援

パパ・ママ応援ショップ等の周知は

道
路
整
備

２
２
８
号
線
改
良
の
進
捗
は

23
年
度
に
90
ｍ　

今
年
度
は
６
９
０
ｍ
を
延
長

広報などで周知しています

地域活性化

七夕まつりのさらなる充実を

最大限の努力をします

年
度
は
全
地
区
の
用
地
買

収
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　

町
と
し
て
は
平
成
22

年
・
23
年
度
に
用
地
買
収

を
行
な
い
、
一
部
は
今
年

度
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。
工
事
に
つ
い
て
は
平

成
23
年
度
に
工
事
延
長
90

メ
ー
ト
ル
を
施
工
し
、
今

年
度
は
ト
ー
タ
ル
で
６
９

０
メ
ー
ト
ル
分
を
工
事
発

注
し
ま
す
。

展
望
は
。

答
弁

町
長　

当
初
、

祇
園
祭
り
と
七

夕
ま
つ
り
は
別
開
催
で
し

た
。
そ
れ
ら
が
同
一
開
催

と
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
当
町
ら
し
い
祭

り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
は
２
日
間
で
約

20
万
人
の
来
場
が
あ
り
、

遠
方
か
ら
も
多
く
の
リ

ピ
ー
タ
ー
に
お
い
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

全
町
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
な
く
し
て
、
祭
り
の
発

展
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

道路改良予定地道路改良予定地

すたむちゃんのひと口メモ
国道 254 号バイパス迂回路（町道
228 号線）とは…県道部分 1900m
＋ 町 道 部 分 1800m の 総 延 長
3700m（バイパスの渋滞解消のため、八

和田地内につくる道路）。
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質
問

下
小
川
１
、
２

区
の
東
上
線
南

側
の
ほ
と
ん
ど
で
、
市
街

化
準
工
業
地
域
に
都
市
計

画
決
定
後
33
年
経
過
し
て

い
る
が
、
国
道
よ
り
一
歩

奥
へ
入
る
と
準
工
業
地
域

と
し
て
の
道
路
整
備
は
一

部
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
道
路
が
な
く

建
築
不
可
の
場
所
に
公
共

下
水
道
整
備
済
み
と
い
う

矛
盾
も
抱
え
て

い
る
現
状
で
あ

る
。

　

本
来
市
街
化

区
域
内
の
道
路

等
基
盤
整
備
は
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
計
画

す
べ
き
で
、
町
全

体
を
さ
ら
に
見

直
し
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
た

そ
の
他
の
質
問

◎
平
成
25
年
度
予
算
編
成

に
向
け
て

◎
正
規
職
員
と
そ
の
ほ
か

職
員
の
あ
り
方

い
県
内
自
治
体
は
小
川
町

を
含
め
て
３
自
治
体
で

す
。質

問

来
年
度
予
算

に
、
制
度
に
必

要
な
費
用
を
計
上
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
弁

町
長　

以
前
と

状
況
が
明
ら
か

に
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
も
う
一
度
真
剣
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
動
車
も
通
れ
な
い
狭
い

砂
利
道
で
あ
る
。
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
都

市
計
画
税
の
趣
旨
か
ら
も

１
日
も
早
い
道
路
整
備
が

望
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の

整
備
計
画
予
定
は
。

答
弁

建
設
課
長　

日

常
生
活
に
必
要

な
生
活
道
路
と
し
て
財
政

面
、
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
道
路
整
備
計
画

を
し
て
い
き
ま
す
。

設
と
し
て
避
難
所
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
が
、
そ
の

整
合
性
と
安
全
性
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

総
務
課
長　

財

政
的
な
面
も
踏

ま
え
、
全
庁
的
な
整
備
計

画
を
検
討
し
ま
す
。

質
問

西
中
の
改
築
で

町
立
学
校
の
耐

震
化
は
終
了
す
る
が
、
学

校
関
連
で
考
え
れ

ば
給
食
セ
ン
タ
ー

だ
け
が
耐
震
化
、

改
築
が
終
わ
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、

業
務
の
民
間
委
託

が
平
成
20
年
か
ら

の
計
画
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁

教
育
長　

給
食
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
、

老
朽
化
・
委
託
・

耐
震
化
・
人
事
に

つ
い
て
な
る
べ
く

早
く
結
論
を
出
し

て
い
き
ま
す
。

会
、
地
域
社
会
を
担
う
あ

る
べ
き
姿
に
相
違
な
い
と

考
え
て
お
り
、
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

質
問

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
考

え
る
と
き
、
電
力
の
自
活
に

向
け
た
太
陽
光
発
電
の
設

置
は
有
効
で
あ
り
、
支
援
す

る
べ
き
で
あ
る
。
太
陽
光
発

電
の
設
置
家
庭
に
対
す
る

補
助
制
度
の
な
い
県
内
自

治
体
は
い
く
つ
あ
る
か
。

答
弁

環
境
保
全
課
長　

補
助
制
度
の
な

質
問

昭
和
54
年
、
お

お
む
ね
10
年
以

内
に
市
街
化
を
積
極
的
に

促
進
す
る
市
街
化
区
域

と
、
市
街
化
を
抑
制
す
る

市
街
化
調
整
区
域
に
線
引

き
さ
れ
た
。

　

市
街
化
区
域
内
の
下
小

川
地
内
青
木
橋
た
も
と
か

ら
の
町
道
９
５
４
４
号

線
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・

ウ
エ
ル
シ
ア
脇
の
９
０
２

６
号
線
が
い
ま
だ
に
消
防

質
問

公
共
建
築
物
の

多
く
は
、
昭
和

40
〜
50
年
代
に
建
築
さ
れ

て
い
る
が
、
耐
震
性
の
な

い
も
の
や
確
認
し
て
い
な

い
建
築
物
は
い
く
つ
あ
る

の
か
。
ま
た
、
古
い
も
の

は
ど
こ
か
。

答
弁

建
設
課
長　

役

場
と
町
民
会
館

が
残
さ
れ
た
大
き
な
施
設

で
、
そ
の
他
74
棟
あ
り
、

木
造
で
古
い
も
の
は
昭
和

11
年
建
築
の
和
紙
体
験
学

習
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ま
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
は
、

昭
和
40
年
建
築
の
中
央
公

民
館
で
す
。

質
問

役
場
庁
舎
や
公

民
館
は
防
災
施

質
問

埼
玉
県
で
は
人

口

減

少

下

に

あ
っ
て
も
女
性
が
働
く
条

件
の
整
備
や
活
躍
の
場
を

つ
く
る
こ
と
で
税
収
が
増

え
、
経
済
成
長
で
き
る
と

し
て
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を

推
進
し
て
い
る
が
、
当
町

に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

施
策
の
展
開
に
よ
っ
て
経

済
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
弁

総

務

課

長　

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

企
業
、
家
庭
、
行
政
の
そ

れ
ぞ
れ
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
町
の
取
り

組
み
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
日
本
社 大戸久一議員

戸口　勝議員

井口亮一議員

だ
き
た
い
と
考
え
る
。

　

道
路
整
備
さ
れ
、
未
利

用
地
の
有
効
利
用
が
図
ら

れ
れ
ば
少
子
高
齢
化
対

策
、
地
域
の
活
性
化
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁
建
設
課
長　

地

域
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
道
路
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

公共施設の耐震化

役場・公民館・給食センターは大地震でも大丈夫か

経済活性化

ウーマノミクス推進で経済活力を

道
路
整
備

一
日
も
早
い
道
路
整
備
の
考
え
は

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
推
進
し
て
い
き
ま
す

全庁的な整備計画を検討します

今後あるべき姿と認識している

太陽光発電設置住宅太陽光発電設置住宅

いまだ未整備の市街化区域

昭和 55 年建築の給食センター

すたむちゃんのひと口メモ
ウーマノミクスとは…ウーマン（女性）とエコノミクス
（経済）を合わせた造語で、女性の労働力をいかんなく
発揮してもらうこと。その条件を整えること。経済活
性化の担い手としての女性の社会進出。
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　33年前、家族を連れて小川町へ

Uターン。栄町でお世話になってい

ます。最近、駅通りに「小川町停車

場通り商店会」という洒落たタペスト

リーがつるされていますが、昔は駅ではなく停車場

でした。何年前か忘れましたが、町の通りの新しい

名前が募集され、投票の結果、駅通りは「花水木通

り」に変わったと記憶しています。しかし、もとも

との住民は、なじみのない「花水木通り」ではなく

「駅通り」を使い続けています。「花水木通り」と耳

にすることはありませんが、まだ使われているので

しょうか。地名や通りの名は歴史や由来があってつ

けられたと思います。万葉の里、武蔵の小京都を謳

う小川町だからこそ、昔の名は大切にしてください。

　11年目の「小川はつらつ朝市」も、役場広場で

毎月開催されています。種々のイベントもある楽し

い買い物広場です。朝市、駅通りへのお越しをお待

ちしています。

念願の歩道完成間近
西古里　横

よこ

瀬
せ

敏
とし

子
こ

駅通り
栄町　平

ひら

間
ま

房
ふさ

子
こ

　33年前、家族を連れて小川町へ

Uターン。栄町でお世話になってい

ます。最近、駅通りに「小川町停車

場通り商店会」という洒落たタペスト

リーがつるされていますが、昔は駅ではなく停車場

でした。何年前か忘れましたが、町の通りの新しい

名前が募集され、投票の結果、駅通りは「花水木通

り」に変わったと記憶しています。しかし、もとも

との住民は、なじみのない「花水木通り」ではなく

「駅通り」を使い続けています。「花水木通り」と耳

にすることはありませんが、まだ使われているので

しょうか。地名や通りの名は歴史や由来があってつ

けられたと思います。万葉の里、武蔵の小京都を謳

う小川町だからこそ、昔の名は大切にしてください。

　11年目の「小川はつらつ朝市」も、役場広場で

毎月開催されています。種々のイベントもある楽し

い買い物広場です。朝市、駅通りへのお越しをお待

ちしています。

駅通り
栄町　平

ひら

間
ま

房
ふさ

子
こ

嵐
山
町
と
は
２
回
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

　

③
上
流
は
パ
ト
リ
ア
お

が
わ
裏
の
﹁
パ
ト
リ
ア
親

水
公
園
﹂
か
ら
、
下
流
は
兜

川
と
の
合
流
点
付
近
ま
で

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

④
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
川
の
再
生
と
ま
ち
づ

く
り
の
視
点

に
立
っ
て
い

る
た
め
、
パ

ト
リ
ア
お
が

わ
と
埼
玉
伝

統
工
芸
会
館

付
近
ま
で
と

な
り
ま
し
た

が
、
嵐
山
町

の
提
案
は
嵐

山
渓
谷
か
ら

緑
の
ト
ラ
ス

ト
３
号
地
ま

で
の
遊
歩
道

設

置

の

た

め
、
川
の
再

な
分
野
で
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
考
え
方
及
び

取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

総
務
課

長　

民

間
企
業
で
は
顧
客

へ
の
マ
ナ
ー
や
個

人
の
能
力
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
当
町
で
も
新
人
教

育
か
ら
始
ま
り
、
職
員
全

体
の
能
力
開
発
を
目
的
に

し
て
、
小
川
町
人
材
育
成

方
針
を
平
成
22
年
４
月
に

策
定
し
ま
し
た
。
町
民
の

要
望
や
時
代
が
求
め
る
変

化
に
対
応
で
き
る
職
員
が

育
つ
よ
う
に
、
人
事
管
理

や
研
修
を
行
な
い
、
町
民

の
満
足
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

村
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

　

③
槻
川
の
上
下
流
の
遊

歩
道
整
備
、
そ
の
範
囲
は
。

　

④
２
期
目
に
取
り
組
む

際
、
嵐
山
町
遠
山
地
区
と

小
川
町
下
里
地
区
の
境
界
、

寒
沢
坂
辺
り
も
整
備
さ
れ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

建
設
課
長　

①

決
定
の
時
期
は

平
成
25
年
３
月
下
旬
で

す
。

　

②
同
じ
川
を
提
案
し
た

答
弁

学
校
教
育
課
長

当
町
で
は
﹁
潤

い
と
勢
い
の
あ
る
教
育
行

政
﹂
を
掲
げ
、
子
ど
も
一

人
一
人
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
主
体
的
に
生
き
る

力
を
育
む
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

の
根
幹
は
﹃
人
を
育
て
る
﹄

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
心

は
思
い
や
り
を
持
っ
た
心

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
組
み
は

質
問

民
間
企
業
で

は
、
さ
ま
ざ
ま

質
問

埼
玉
県
で
は
平

成
20
年
か
ら
こ

の
４
年
間
で
﹁
水
辺
再
生

１
０
０
プ
ラ
ン
﹂
に
取
り

組
み
、
当
町
で
も
﹁
槻
川

水
辺
再
生
事
業
﹂
と
し
て

馬
橋
か
ら
日
の
出
橋
上
流

ま
で
整
備
さ
れ
た
。
今
後

の
﹁
川
の
ま
る
ご
と
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
槻
川
に

つ
い
て
伺
う
。

　

①
最
終
決
定
の
時
期
。

　

②
関
係
す
る
ほ
か
の
町

質
問

ゆ
と
り
世
代
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
考
え
て
み
た
。
本
質

を
捉
え
て
み
よ
う
。
彼
ら

彼
女
ら
は
、
非
常
に
優
れ

た
能
力
を
持
っ
て
い
る
と

思
う
。
問
題
は
、
そ
れ
以

前
の
私
た
ち
大
人
に
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

正
す
べ
き
は
大
人
の
襟
。

以
上
の
考
え
の
も
と
で
、

教
育
行
政
及
び
職
員
の
管

理
に
つ
い
て
問
う
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災

以
降
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
の
変
化
や
社
会

動
向
を
鑑
み
、
今
ま
で
以

上
に
心
の
つ
な
が
り
を
重

ん
じ
た
教
育
が
進
む
べ
き

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

金子美登議員

島﨑隆夫議員

生
懇
談
会
の
委
員
か
ら
も

比
較
的
距
離
の
近
い
当
町

と
嵐
山
町
提
案
の
遊
歩
道

を
つ
な
ぐ
こ
と
は
意
義
深

い
と
い
う
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
槻
川
が
選

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
下

里
地
区
の
方
々
に
ご
意
見
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人材育成

次世代を担う人材を育てよう

川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
係
す
る
ほ
か
の
町
と
の
連
携
は

嵐
山
町
と
は
２
回
協
議
を
し
て
い
ま
す

教育の根幹は「人を育てる」ことである

　私は、西古里で暮らして 32年に

なります。西古里は、小川町の北東

部に位置する 29戸の自然豊かな地

区です。この地も人も私の故郷によく

似た所です。

　さて、地域の念願であった歩道(西古里・奈良梨間)

が完成間近になっております。まずは、町長はじめ

議員の皆様、当地区歴代区長等、大勢の皆様のご尽

力に心より厚く感謝申し上げます。

　大型車両の通行量の多い、歩道のない通学路は、

特に低学年の児童にとって、ダンプ等の通過時には

風圧で飛ばされそうになり、事故が起こらないのが

不思議なくらいでした。

　歩道が完成されれば安全・安心はだいぶ確保され

ると思いますが、子どもたちには、さらに交通ルー

ルを守り、けがなく通学し、元気で楽しい学校生活

を送ってこそ、それがご尽力いただいた大勢の皆様

への恩返しになるかと思います。

遊歩道が望まれる槻川（下里柳町橋）遊歩道が望まれる槻川（下里柳町橋）
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我が町我が町 再 発 見

編集後記

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会の開会予定は次回定例会の開会予定は

ですです

　槻川日の出橋上流は、春は 42 本の桜に

憂い、秋は幅 5.5 メートル、長さ 80 メー

トルにわたる深紅のじゅうたんを敷き詰

めたかのような曼珠沙華が咲き誇りま

す。改修された堤を散策される方々は、

自然の恵みを、目から空気から大いに満喫

することでしょう。13 年前に町からの助成

金を有効活用する方法で、この堤にしっかりと根を張る「曼珠

沙華」を考えて植えたのがきっかけでした。多くの方が季節を

通して憩いの場として活用できるよう、今では、地域の役員・

ボランティアの方々が年に５回、雑草の刈払いやごみ拾いをし

大切に管理しています。　　　　　　　　  増尾区長　嶌
しま

田
だ

勝
かつ

明
あき

咲き誇る曼珠沙華

　一人暮らしや高齢者世帯で買い物・食事づくりが困
難な方へ昼食を自宅にお届けし、手渡しすることに
よって安否など元気かどうか見守りをし、高齢者の安

全安心を守っています。
　今回は、ボランティアでお年寄りの見守り活動をしてい
るボランティアグループ「かぼちゃの会」の奈良文次郎さん・
島田豊治さんに伺いました。

Q

A

Q

A

担当：小林一雄

1212月月44 日（火）日（火）

どんな活動をしているのですか？

２人１組で１日約20食をお年寄りへ配食し、食
べた後の回収をしています。
寝ている人には、枕元まで持って行きます。

活動しながら感じたことは？

配食を待っている人がほとんどです。努めて言葉
をかけて安否を見ます。お年寄りは話がしたがっ
ているのが分かります。「配食サービスの人に悪

いから、早く元気になるよう頑張りたい」という
人もいます。

高齢者の見守りで気づいたことは？

手渡しながら、その人の健康状態が食事を残した
かどうかで分かります。
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シリーズ　安全・安心の主役たち⑤議 員
記者クラブ 「 配食サービスの主役」「 配食サービスの主役」

手渡して見守りも一緒に届けます　　手渡して見守りも一緒に届けます　　

　今年の夏は暑い日が多く、

９月になっても残暑が続きま

したが、道端のススキの穂が日々秋の深まりを感じ

させます。晴れた空は高く澄み渡り、まさに「天高

く馬肥ゆる秋」。

　第３回定例会は９月 21 日に閉会となり、３回の

編集会議を経て、皆さんのお手元に。広報委員は議

会で審議された内容を簡潔に的確に要約して、皆さ

んが「分かりやすく、親しみやすい」広報づくりを

基本とし、多くの皆さんに愛読されることを期待し

ています。　　　　　　 　　　編集委員　柴崎　勝
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